
「込山町長と小山町農業の未来を語ろう！」 

農 の ミ ー テ ィ ン グ 
開 催 の お 知 ら せ 

 

小山町は、水と緑に恵まれ、農産物をはじめとした一次産品や水資源、美しい農村景観や自然環境など、

多様な「地域資源」に恵まれた農業地域です。 

しかし、「現実の姿はどうなのか？それらの地域資源を活かしきれているのか？発展の可能性はあるのか？

小山町で新たな農業にチャレンジする人はいるのか？」などの疑問と懸念を感じることはありませんか？ 

そこで今回、革新的な農のチャレンジャーとともに、農村地域資源を活用した新たなまちづくりの可能性

と方向性、夢ある未来について、語り合い・考える「小山町・農のミーティング」を開催いたします。 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【話題提供・コーディネーター紹介】渡辺 豊博 （農学博士） 

1992 年、故郷・三島市の水辺環境改善を目的として、市民・ＮＰＯ・行政・企業がパートナーシップ

を組む、英国発祥のグラウンドワーク（環境改善活動）を取り入れたＮＰＯ法人グラウンドワーク三島を

立ち上げ、「水の都・三島」の地域再生を実現。地方創生で注目の徳島県上勝町や英国・韓国・台湾など

の地域づくりに詳しい。著書には、「清流の街がよみがえった」「富士山の光と影」など多数。 
 

【主     催】小山町役場 農林課 （担当：安部） 電話：０５５０－７６－６１２１ 

【問合せ・事務局】ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島 （担当：村上、スプリチャル） 

電話：０５５－９８３－０１３６（平日9時～18時）  E ﾒｰﾙ： info@gwmishima.jp  

住所：〒411-0857 三島市芝本町7-11   FAX： 055-973-0022 URL： http://www.gwmishima.jp/  

※「活性化センター等マネージメント事業」の一環で実施します。 

日 時： 平成 ２７年 １０月 １７日（土） １３：００～１５：３０ 
場 所： 旧和田豊治家住宅・国登録文化財「豊門会館」（小山町藤曲142-7、豊門公園内） 

内 容： 

○話題提供 「水の都・三島」の地域資源活用によるまちづくりの処方箋とは 

渡辺 豊博 氏（ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島専務理事・都留文科大学教授） 

○込山町長と農のチャレンジャーによる座談会 

話題提供者 遠藤 貴大 氏（小山町認定農業者、若手施設園芸農業グループ「Vege
ベ ジ

＆Fru
フ ル

」）水稲・トマト 

池田 洋一 氏（御殿場市「旬彩食 農Minori」板長）地場食材の料理の提供 

勝又  厚 氏（ＪＡ御殿場営農経済部）小山・御殿場地区の水稲等の営農指導 

勝亦 健太 氏（かつまたファーム、「Vege
ベ ジ

＆Fru
フ ル

」代表）「健太トマト」 

齋藤 久哉 氏（農業法人㈱サンファーム富士小山）高糖度トマト「アメーラ」 

コメンテーター  込山 正秀 氏（小山町長） 

コーディネーター  渡辺 豊博 氏 

本ミーティングでは、小山町の農村地域資源の再確認と利活用に係る可能性の検討、食育や地域交流などの農地の

多面的な利用、地産地消や6次産業化（農商工連携）の体制づくりなどについて、議論・検討します。 

申込み： 不要。直接会場にお越しください。 


